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Ⅳ 市民アンケート調査報告書 概要版＜抜粋＞ 

 

１ 調査の実施概要 

 

１）調査目的 

本業務は、座間市地域福祉計画（第三期）が令和２年度末で計画期間が終了することから、座間

市地域福祉計画（第四期）策定のための基礎資料とすることを目的に実施する。 

２）調査対象者 

① 令和元年10月１日時点、座間市内在住の満20歳以上の男女3,000人 

② 住民基本台帳による無作為抽出 

３）集計の内容 

① 単純集計 

各質問に対する回答を集計し、グラフで報告している。 

② クロス集計 

回答者属性および自由記入設問を除く質問に対し、性別、年齢階層別、職業有無別、世帯構

成別にクロス集計をグラフで報告している。 

なお、職業の有無に関しては、以下のように分類した。 

職業有：会社員、公務員、自営業（商店、企業経営など）、農林業、専門的職業（医師、看護

師、弁護士、会計士、芸術家など）、その他（職業記載、派遣含む） 

職業無：家事専業、無職（年金生活者など）、学生、パート、アルバイト、その他（職業記載

無、空白除く） 

４）集計結果の見方 

① 回答は小数点第２位を四捨五入し、構成比率（％）で小数点第１位までを表示している。よっ

て、回答率の合計が100.0％にならない場合がある。 

② 複数回答の設問の場合、比率の合計が100.0％を上回る場合がある。 

③ 「ｎ」は回答者数を表す。 

④ ［ＳＡ］は単一回答、［ＭＡ］は複数回答を表す。 

５）回収結果 

① 調査方法 

発送：郵送発送。調査票、返信用封筒を封入。 

回収：郵送回収。 

督促：お礼状兼督促状の発送１回。 

② 調査日程 

発送：令和元年11月８日（金） 

期限：令和元年11月30日（土） 

※集計対象は令和元年12月20日（金）までの到着分とした。 

③ 回収結果 

回収数：1,517件 配布数：2,999件 回収率：50.6％  
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２ 集計結果 

 

１）回答者の属性 

回答者の属性は以下のとおりであった。 

 

■ 性別 

 

■ 年齢階層別 

 

■ 居住地区 

 

 

■ 居住年数（※問３の無回答者を除く） 

 
■ 職業 

 

 

男性 女性 無回答 回答者数

件数 619 855 43 1,517

割合 40.8％ 56.4％ 2.8％ 100.0％

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上 　無回答 回答者数

件数 105 155 234 260 296 319 109 24 15 1,517

割合 6.9％ 10.2％ 15.4％ 17.1％ 19.5％ 21.0％ 7.2％ 1.6％ 1.0％ 100.0％

相模が丘 小松原
ひばり
が丘

東原 さがみ野 相武台 広野台 栗原 栗原中央 南栗原

件数 292 60 163 88 31 132 31 16 72 95

割合 19.2％ 4.0％ 10.7％ 5.8％ 2.0％ 8.7％ 2.0％ 1.1％ 4.7％ 6.3％

西栗原 緑ケ丘 明王 立野台 入谷 入谷東 四ツ谷 新田宿 座間 無回答
回答者

数

件数 26 84 6 68 103 89 32 29 80 20 1,517

割合 1.7％ 5.5％ 0.4％ 4.5％ 6.8％ 5.9％ 2.1％ 1.9％ 5.3％ 1.3％ 100.0％

件数 割合

210 14.0％

128 8.6％

286 19.1％

757 50.6％

110 7.3％

6 0.4％

1,497 100.0％回答者数

50年以上住んでいる

20～49年住んでいる

10～19年住んでいる

５～９年住んでいる

住みはじめて５年に満たない

無回答

件数 割合

387 25.5％

35 2.3％

44 2.9％

3 0.2％

233 15.4％

394 26.0％

28 1.8％

267 17.6％

50 3.3％

50 3.3％

26 1.7％

1,517 100.0％

パート、アルバイト

専門的職業（医師、看護師、弁護士、会計士、芸術家など）

その他

無回答

回答者数

会社員

公務員

自営業（商店、企業経営など）

農林業

家事専業

無職（年金生活者など）

学生
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■ 家族構成 

 

■ 家族構成別同居家族の属性 

 

 

２）福祉について 

 

① 福祉への関心［ＳＡ］ 

福祉への関心度についてみると、「ある程度関心

がある」が56.1％で最も高く、次いで「あまり関心

がない」の19.3％、「とても関心がある」の18.5％

と続いている。 

また、関心がある割合（「とても関心がある」と「あ

る程度関心がある」の合計）は74.6％となっている。 

 

 

 

  

件数 割合

188 12.4％

450 29.7％

701 46.2％

75 4.9％

79 5.2％

24 1.6％

1,517 100.0％

その他

無回答

回答者数

ひとり暮らし世帯

夫婦のみの世帯

親と子の２世代世帯

親と子と孫の３世代世帯

件数 割合

25 1.6％

113 7.4％

133 8.8％

150 9.9％

541 35.7％

74 4.9％

106 7.0％

575 37.9％

53 3.5％

1,517 100.0％回答者数

中学生・高校生

高齢者（65歳以上）

介護を必要とする方

障がいのある方

いずれもない

無回答

小学生

乳児（１歳未満）

乳児を除く小学校入学前の幼児

とても関心

がある

18.5%

ある程度関

心がある

56.1%

あまり関心

がない

19.3%

全く関心

がない

1.6%

無回答

4.4%

(n=1,517)
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② 関心のある福祉分野［ＭＡ］ 

問８において「とても関心がある」または「ある程度関心がある」と答えた方に対し、関心のあ

る福祉分野についてみると、「高齢者福祉」が78.1％で最も高く、次いで「地域福祉活動」の

34.2％、「児童福祉」の30.9％と続いている。 

 

 

③ 関心がない理由［ＳＡ］ 

問８において「あまり関心がない」または「全く

関心がない」と答えた人に対し、関心がない理由に

ついてみると、「今のところ自分にはあまり関係が

ないから」が42.8％で最も高く、次いで「福祉のこ

とがよくわからないから」の27.7％、「特に理由は

ない」の25.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

④ 福祉サービス団体や機関の認知度［ＭＡ］ 

福祉サービス団体や機関の認知度については、「民生委員・児童委員」が63.7％で最も高く、次

いで「社会福祉協議会」の48.9％、「子育て支援センター」の47.9％と続いている。 

 
  

障がい福祉（障がい児者に関すること）

児童福祉（子育てなど）

地域福祉活動（地域での支え合い活動ほか）

その他 

無回答 

高齢者福祉（高齢者介護など） 78.1%

22.9%

30.9%

34.2%

1.2%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=1,132)

地域包括支援センター

障害者相談支援事業所

子育て支援センター

　無回答

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

63.7%

48.9%

44.7%

21.1%

47.9%

12.3%

0% 20% 40% 60% 80%(n=1,517)

今のとこ

ろ自分に

はあまり

関係がな

いから

42.8%福祉のこと

がよくわか

らないから

27.7%

特に理由

はない

25.2%

その他

2.5%

無回答

1.9%

(n=318)
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⑤ 福祉サービス情報の入手程度［ＳＡ］ 

自分に必要な福祉サービスの情報をどの程度入手

できているかについては、「十分ではないが、入手

できている」が35.5％で最も高く、次いで「ほとん

ど入手できていない」の29.5％、「今のところ情報

を得る必要がない」の26.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 福祉サービス情報の入手場所［ＭＡ］ 

問10で「十分入手できている」「十分ではないが、入手できている」「ほとんど入手できていな

い」と答えた人に対し、主な情報の入手場所についてみると、「市役所の窓口や広報紙」が50.6％

で最も高く、次いで「インターネット」の32.1％、「地域・友人・知人」の30.7％と続いている。 

 

 

 

 

  

　無回答

ケアマネジャー

地域・友人・知人

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

その他

社会福祉協議会

子育て支援センター

地域包括支援センター

障害者相談支援事業所

ボランティア活動

市役所の窓口や広報紙

民生委員・児童委員

50.6%

4.2%

7.7%

4.5%

10.6%

2.8%

2.5%

10.2%

30.7%

28.5%

32.1%

4.5%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,033)

十分入手で

きている

3.0%

十分ではな

いが、入手

できている

35.5%

ほとんど入

手できてい

ない 29.5%

今のところ

情報を得る

必要がない

26.1%

無回答 5.8%

(n=1,517)
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⑦ 暮らしやすさ［ＳＡ］ 

暮らしやすさについてみると、「まあまあ暮らし

やすいと思う」が33.2％で最も高く、次いで「わか

らない」の31.8％、「あまり暮らしやすいとは思わ

ない」の16.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 暮らしやすさ・暮らしにくさの理由（自由記入） 

問11で「暮らしやすいと思う」と答えた方について、その理由をみると、「生活の便が良い」が

最も多く、次いで「環境が良い（緑が多い）」、「福祉が充実している」と続いている。 

また、問11で「まあまあ暮らしやすいと思う」と答えた方について、その理由をみると、「特に

不満や不便を感じない」が最も多く、「生活の便が良い」、「子育て支援が十分にある」と続いて

いる。 

一方、問11で「あまり暮らしやすいとは思わない」と答えた方について、その理由をみると、福

祉関連では「施設が不十分」が最も多く、「他の自治体よりサービスが悪い」と続いている。ま

た、福祉関連以外では「道路・歩道等の設備が不十分」が最も多く、「交通の便が悪い」、「道路

環境が悪い（坂道・狭い道）」と続いている。 

また、問11で「暮らしやすいとは思わない」と答えた方について、その理由をみると、福祉関連

では「他の自治体よりサービスが悪い」が最も多く、「子育て支援が不十分」、「情報が不足して

いる」と続いている。また、福祉関連以外では「道路・歩道等の設備が不十分」が最も多く、「交

通の便が悪い」と続いている。 

 

理由（上位５項目） 

  

暮らしやすいと思う 件数 まあまあ暮らしやすいと思う 件数

生活の便が良い 8 特に不満や不便を感じない 24

環境が良い（緑が多い） 7 生活の便が良い 23

福祉が充実している 6 子育て支援が十分にある 18

周囲との人間関係が良い 5 環境が良い（緑が多い） 15

行政・市職員の対応が丁寧 5 福祉が充実している 15

あまり暮らしやすいとは思わない 件数 暮らしやすいとは思わない 件数

道路・歩道等の設備が不十分 29 道路・歩道等の設備が不十分 26

交通の便が悪い 28 他の自治体よりサービスが悪い 11

道路環境が悪い（坂道・狭い道） 23 子育て支援が不十分 11

施設が不十分 19 情報が不足している 8

他の自治体よりサービスが悪い 14 交通の便が悪い 7

暮らしやす

いと思う

4.2%

まあまあ暮

らしやすい

と思う

33.2%

あまり暮ら

しやすいと

は思わない

16.9%

暮らしやす

いとは思わ

ない 8.5%

わからない

31.8%

無回答 5.4%

(n=1,517)
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３）地域との関わり 

 

① 地域の範囲［ＳＡ］ 

回答者の考える地域の範囲については、「自治

会」が32.9％で最も高く、次いで「隣近所」の

28.7％、「座間市全域」の17.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

② 地域への愛着度［ＳＡ］ 

地域への愛着度についてみると、「ある程度あ

る」が50.4％で最も高く、次いで「どちらともいえ

ない」の19.6％、「大いにある」の13.0％と続いて

いる。 

また、地域への愛着がある割合（「大いにある」

と「ある程度ある」の合計）が60％以上と高くなっ

ており、地域への愛着の高さがうかがえる。 

 

 

 

 

③ 愛着を感じる理由［ＭＡ］ 

問13において「大いにある」または「ある程度ある」と答えた人に対し、愛着を感じる理由につ

いてみると、「安心して住めるから」が46.5％で最も高く、次いで「地域の人と親しくしているか

ら」の41.0％、「自然などの環境が良いから」の35.8％と続いている。 

 

 

その他

　無回答

自然などの環境が良いから

安心して住めるから

生まれ育ったから

親・兄弟など家族がいるから

地域の人と親しくしているから

16.6%

17.4%

41.0%

35.8%

46.5%

8.7%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=962)

大いにある

13.0%

ある程度あ

る 50.4%

どちらとも

いえない

19.6%

あまりない

9.8%

全くない

2.8%

無回答 4.4%

(n=1,517)

隣近所

28.7%

自治会

32.9%

小学校区

9.0%

中学校区

4.0%

座間市全域

17.7%

その他 2.5%

無回答 5.1%

(n=1,517)
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④ 愛着を感じない理由［ＭＡ］ 

問13において「どちらともいえない」「あまりない」「全くない」と答えた人に対し、愛着を感

じない理由についてみると、「地域に親しい人がいないから」が43.4％で最も高く、次いで「住ん

でから日が浅いから」の25.6％、「親・兄弟など家族がいないから」の19.6％と続いている。 

 

 

 

⑤ 近所との付き合い［ＳＡ］ 

近所との付き合いの程度についてみると、「会え

ばあいさつを交わす」が37.0％で最も高く、次いで

「たまに立ち話をする」の28.3％、「付き合いがほ

とんどない」の12.5％と続いている。 

 

 

 

 

  

住んでから日が浅いから

親・兄弟など家族がいないから

地域に親しい人がいないから

自然などの環境が良いとはいえないから

安心して住めないから

その他

　無回答

25.6%

19.6%

43.4%

13.5%

10.2%

14.7%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=489)

日ごろから、

家族ぐるみの

付き合いがあ

る 5.6%

困っていると

き（病気、悩

み、事故な

ど）に、相談

したり、助け

合ったりする

8.2%

一緒にお茶を

飲んだり、留

守をするとき

に声をかけ

合ったりする

5.9%

たまに立ち話

をする 28.3%
会えばあいさ

つを交わす

37.0%

付き合いがほ

とんどない

12.5%

その他 1.0%

無回答 1.5%
(n=1,517)
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⑥ 毎日の暮らしの中での悩み［ＭＡ］ 

毎日の暮らしの中での悩みについてみると、「自分や家族の健康に関すること」が54.2％で最も

高く、次いで「生活費など経済的問題」の30.1％、「介護に関すること」の23.5％と続いている。 

 

 

⑦ 援助・相談相手［ＭＡ］ 

相談や助けが必要なときの援助・相談相手についてみると、「家族」が77.8％で最も高く、次い

で「親族」の37.2％、「友人・知人」の36.2％と続いている。 

 

 

  

自分や家族の生活上の問題 （進学、就職、結婚など）

自分や家族の健康に関すること

介護に関すること

仕事に関すること

生活費など経済的問題

近所との関係

育児・子育てに関すること

家族間の人間関係（嫁姑問題など）

住まいに関すること

特にない

その他

　無回答

54.2%

23.5%

21.2%

30.1%

7.3%

10.7%

4.3%

15.0%

15.0%

17.6%

2.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)

社会福祉協議会

地域包括支援センター

子育て支援センター

障害者相談支援事業所

地域の方

友人・知人

職場の方

民生委員・児童委員

医療機関

家族

親族

市役所の窓口

頼める人がいない

頼むつもりはない

その他

　無回答

77.8%

37.2%

9.7%

36.2%

8.2%

2.4%

20.0%

5.5%

15.7%

2.2%

3.5%

19.8%

4.8%

0.9%

2.2%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=1,517)
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⑧ 手助けしてほしい事［ＭＡ］ 

地域の方に手助けしてほしい事についてみると、「緊急時の手助け」が51.9％で最も高く、次い

で「安否確認の声かけ」の38.5％、「外出（買い物・通院など）の手助け」の29.1％と続いてい

る。 

 

 

⑨ 手助けできる事［ＭＡ］ 

手助けできる事についてみると、「安否確認の声かけ」が56.7％で最も高く、次いで「緊急時の

手助け」の39.9％、「関係機関に知らせる（市役所など）」の39.7％と続いている。 

 

その他

無回答

安否確認の声かけ

話し相手

買い物

掃除、洗濯などの 屋内の家事

ごみ出し、草取りなど 屋外の家事

外出（買い物、通院など）の 手助け

ちょっとした修理・ 補修

短時間の子どもの 預かり

高齢者や障がい者の 介護・介助

緊急時の手助け

特にない

38.5%

20.6%

22.0%

18.3%

19.8%

29.1%

16.2%

9.8%

26.9%

51.9%

9.4%

3.2%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)

緊急時の手助け

関係機関に知らせる（市役所など）

特にない

安否確認の声かけ

話し相手

買い物

その他

　無回答

高齢者や障がい者の介護・介助

ごみ出し、草取りなど屋外の家事

掃除、洗濯などの屋内の家事

外出（買い物、通院）の手助け

ちょっとした修理・補修

短時間の子どもの預かり

56.7%
34.6%

23.2%

9.0%

21.2%

15.6%

10.6%

12.1%

5.4%

39.9%

39.7%

8.2%

2.8%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)
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⑩ 成年後見制度の認知度［ＳＡ］ 

成年後見制度の認知度についてみると、「よくわ

からない」が37.0％で最も高く、次いで「よく知ら

ないが聞いたことがある」の29.9％、「少し知って

いる」の24.9％と続いている。 

また、知っている割合（「よく知っている」と

「少し知っている」の合計）は30.8％となってい

る。 

 

 

 

 

⑪ 知っている内容［ＭＡ］ 

成年後見制度について知っている事をみると、「この中に知っていることはない」が53.3％で最

も高く、次いで「利用できる人について」の24.6％、「制度の利用に関する相談窓口について」の

14.6％と続いている。 

 

 

⑫ 障がいを理由とした差別や偏見の有無［ＳＡ］ 

障がいを理由とした差別や偏見の有無について

みると、「よくわからない」が51.5％で最も高

く、次いで「ないと思う」の24.4％、「少しはあ

ると思う」の17.7％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

  

利用するための手続きについて

この中に知っていることはない

　無回答

制度の利用に関する相談窓口について

利用するための費用について

利用できる人について

14.6%

5.5%

24.6%

10.0%

53.3%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)

あると思

う 4.8%

少しは

あると

思う

17.7%

ないと思う

24.4%

よくわか

らない

51.5%

無回答

1.6%

(n=1,517)

よく知っ

ている

5.9%

少し

知って

いる

24.9%

よく知らな

いが聞いた

ことがある

29.9%

よくわか

らない

37.0%

無回答

2.4%

(n=1,517)
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⑬ 高齢者・障がい者・子どもなどへの虐待の有無［ＳＡ］ 

高齢者や障がいのある方、子どもなどへの虐待の有

無についてみると、「よくわからない」が47.0％で最

も高く、次いで「ないと思う」の26.4％、「少しはあ

ると思う」の18.7％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

４）地域福祉活動 

 

① 地域活動への参加［ＳＡ］ 

地域活動や公民館などでの活動の参加状況について

みると、「参加したことがない」は56.4％で最も高い

ものの、次の「現在参加していないが、過去に参加し

たことがある」は18.2％であり、「現在、参加してい

る」も含めた参加経験がある割合は36.1％となってい

る。 

 

 

 

  

あると思

う 6.5%

少しはあ

ると思う

18.7%

ないと思う

26.4%

よくわか

らない

47.0%

無回答

1.4%

(n=1,517)

現在、参

加してい

る 17.9%

現在参加

していな

いが、過

去に参加

したこと

がある

18.2%

参加したこと

がない 56.4%

無回答

7.4%

(n=1,517)
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② 参加活動内容［ＭＡ］ 

問23において「現在、参加している」または「現在参加していないが、過去に参加したことがあ

る」と答えた方に対し、参加している活動内容についてみると、「自治会の活動」が82.3％で最も

高く、次いで「特技や趣味を活かした活動」の8.8％、「地区社会福祉協議会の活動」の8.6％と続

いている。 

 

 

  

自治会の活動

地区社会福祉協議会 （地区社協）の活動

高齢者の生活を支援する活動（家事援助、話し相手、
見守り・声かけ、外出付き添い、慰問など）

障がいのある方の生活を支援する活動（家事援助、
外出付添い、手話・要約筆記、点字、慰問など）

高齢者や障がいのある方などの社会参加や
生きがいをつくる活動

子育てを支援する活動
（児童の一時預かり、放課後子ども教室など）

特技や趣味を活かした活動
（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、

陶芸など）

災害時に支え合う活動
（避難所開設、避難行動要支援者※の見守りなど）

誰もが立ち寄れる地域の居場所をつくる活動
（サロンなど）

その他

無回答

82.3%

8.6%

7.1%

5.7%

3.1%

3.6%

8.8%

3.3%

4.2%

5.3%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=548)
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③ 活動の中で困った事［ＭＡ］ 

問23において「現在、参加している」または「現在参加していないが、過去に参加したことがあ

る」と答えた方に対し、活動の中で困った事をみると、「時間的負担が大きい」が29.2％で最も高

く、次いで「特にない」の27.9％と続いている。 

 

 

  

一緒に活動する人がいない

地域の理解や支援が得られない

組織をまとめる人がいない

活動内容のレベルアップが難しい

他の団体や活動者との連携が難しい

活動費などの資金が乏しい

活動する場所がない又は少ない

継続的に活動することが難しい

自分の特技を生かすことができない

時間的負担が大きい

心理的、身体的負担が大きい

特にない

その他

無回答

6.9%

6.2%

5.3%

9.9%

4.6%

6.0%

3.1%

15.5%

1.1%

29.2%

13.5%

27.9%

7.1%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40%(n=548)
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④ 参加していない理由［ＭＡ］ 

問23において「現在参加していないが、過去に参加したことがある」または「参加したことがな

い」と答えた方に対し、参加していない理由をみると、「仕事、家庭などの都合で機会がない」が

46.6％で最も高く、次いで「時間がない」の29.2％と続いている。 

 

  

仕事、家庭などの都合で機会がない

参加方法がわからない

時間がない

興味がない

家族の理解が得られない

体調がすぐれない

知り合いがいない

拘束されたくない

人づきあいが苦手だから

その他

　無回答

46.6%

24.6%

29.2%

11.3%

1.1%

13.1%

14.3%

14.0%

14.9%

10.0%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,132)
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⑤ 支え合う活動の中で必要だと思うもの［ＭＡ］ 

支え合う活動の中で必要だと思うものについてみると、「災害時に支え合う活動（避難所運営、

避難行動要支援者の支援など）」が37.2％で最も高く、次いで「高齢者の生活を支援する活動（家

事援助、話し相手、見守り・声かけ、外出付き添いなど）」の35.5％、「自治会の活動」の32.2％

と続いている。 

 

 

  

自治会の活動

地区社会福祉協議会（地区社協）の活動

高齢者の生活を支援する活動（家事援助、話し相手、
見守り・声かけ、外出付き添いなど）

障がいのある方の生活を支援する活動（家事援助、
外出付添い、手話・要約筆記、点字など）

高齢者や障がいのある方などの社会参加や生きがいを
つくる活動

子育てを支援する活動（児童の一時預かり、
放課後子ども教室など）

特技や趣味を活かした活動（手芸、調理、農作業、
スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）

災害時に支え合う活動
（避難所運営、避難行動要支援者の支援など）

相談やサービスを利用できない方（ひきこもり、
サービス利用拒否など）への支援

誰もが立ち寄れる地域の居場所をつくる活動
（サロンなど）

高齢者、障がいのある方や子育て世帯への理解

高齢者、障がいのある方や子どもへの虐待対策

特にない

その他

　無回答

32.2%

10.8%

35.5%

12.9%

17.4%

22.0%

11.9%

37.2%

9.3%

19.9%

17.6%

7.4%

5.0%

1.9%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(n=1,517)
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⑥ 支え合う活動を活発にするために必要な事［ＭＡ］ 

支え合う活動を活発にするために必要と思われる事についてみると、「活動に関わる人材の育成

（地域の担い手、ボランティアなど）」が44.0％で最も高く、次いで「見守り、助け合い、支え合

う活動の場や機関の情報提供」の41.9％、「活動の拠点となる場の整備」の31.1％と続いている。 

 

 

⑦ 今後の地域福祉活動への参加意向［ＳＡ］ 

今後の地域福祉活動への参加意向についてみる

と、「活動したいが、活動できない」が28.7％で最

も高く、次いで「あまり活動したくない」の

28.3％、「できれば活動したい」の22.2％と続いて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動の意義と重要性のPR

活動の拠点となる場の整備

活動費、運営費などの資金

特にない

その他

　無回答

活動に関わる人材の育成（地域の担い手、
ボランティアなど）

見守り、助け合い、支え合う活動の場や
機関の情報提供

活動に求められる役割の整理・効率化
（自治会、地区社協、民生委員の連携）

28.9%

31.1%

24.9%

44.0%

41.9%

26.6%

6.7%

3.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)

引き続き

活動した

い 4.4%

できれ

ば活動

したい

22.2%

あまり活

動したく

ない

28.3%活動した

くない

8.2%

活動した

いが、活

動できな

い 28.7%

無回答

8.2%

(n=1,517)
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⑧ 参加したい活動内容［ＭＡ］ 

問26で「大いに活動したい」または「できれば活動したい」と答えた人に対し、参加したい活動

内容についてみると、「災害時に支え合う活動」が42.7％で最も高く、次いで「自治会の活動」の

37.0％、「子育てを支援する活動」の28.8％と続いている。 

 

 

⑨ 参加したくない理由［ＭＡ］ 

問26について「あまり活動したくない」「活動したくない」「活動したいが、活動できない」と

答えた人に対し、その理由についてみると、「仕事、家庭などの都合で忙しく時間がない」が

52.1％で最も高く、次いで「体力的に参加することが難しい」の29.9％、「自分の興味や自由な時

間を優先したい」の20.2％と続いている。 

 

自治会の活動

地区社会福祉協議会（地区社協）の活動

高齢者の生活を支援する活動

障がいのある方の生活を支援する活動

高齢者や障がいのある方などの社会参加や
生きがいをつくる活動

子育てを支援する活動

特技や趣味を生かした活動

災害時に支え合う活動

誰もが立ち寄れる地域の居場所をつくる活動

その他

　無回答

37.0%

11.4%

23.3%

13.2%

19.9%

28.8%

26.1%

42.7%

23.8%

2.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=403)

仕事、家庭などの都合で時間がない

きっかけがつかめない

活動に関する情報がない

体力的に参加することが難しい

活動する気持ちがない

その他

興味の持てる活動が見つからない

活動内容に賛同できない

自分の興味や自由な時間を優先したい

　無回答

52.1%

20.0%

16.9%

12.1%

1.2%

20.2%

29.9%

9.3%

6.6%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=990)
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５）防災との関わり 

 

① 防災訓練の参加状況［ＳＡ］ 

日ごろからの地域の防災訓練への参加状況につ

いてみると、「いいえ」が72.1％で最も高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 避難所の認知度［ＳＡ］ 

避難所の認知状況についてみると、「はい」が

81.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 災害時における手助けの必要性［ＳＡ］ 

災害時における避難所への誘導などの手助けの

必要性についてみると、「いいえ」が82.7％で最

も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

はい

17.3%

いいえ

72.1%

わからな

い 6.3%

無回答

4.4%

(n=1,517)

はい

81.1%

いい

え…

無回答

3.6%
(n=1,517)

はい

7.9%

いいえ

82.7%

わからな

い 6.0%

無回答

3.4%

(n=1,517)
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④ 災害時における手助けの可能性［ＳＡ］ 

災害時に避難行動要支援者（高齢者世帯や障がい

のある方など）への避難などの手助けの可能性につ

いてみると、「わからない」が38.1％で最も高く、

次いで「はい」の35.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 災害時に必要な備え［ＭＡ］ 

災害への備えとして必要だと思うものについてみると、「日頃からの防災対策（食料・水の備

蓄、家具転倒防止など）」が80.6％で最も高く、次いで「正しい情報の収集」の71.8％、「避難所

の確認」の53.1％と続いている。 

 

 

 

  

日頃からの防災対策（食料・水の備蓄、
家具転倒防止など）

正しい情報の収集

避難所の確認

特にない

その他

　無回答

日頃からの地域の連携

地域ごとの防災訓練

家族や友人などとのきずな

80.6%

71.8%

53.1%

36.7%

23.6%

45.0%

0.8%

1.6%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=1,517)

はい

35.1%

いいえ

22.1%

わからない

38.1%

無回答

4.7%

(n=1,517)
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６）地域福祉の在り方 

 

① 社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援［ＭＡ］ 

今後、社会福祉協議会に充実してほしい活動・支援についてみると、「気軽に相談できる体制の

充実」が48.5％で最も高く、次いで「高齢者、障がい者、ひとり親家庭、産前産後の方への日常的

な生活支援」の27.2％と続いている。 

 

 

  

　無回答

特にない

その他

権利擁護の促進 （成年後見制度、財産管理など）

福祉に関する情報発信の充実

生活資金の貸付け

相談やサービスが利用できない方（ひきこもり、
サービス利用拒否など）への支援

誰もが立ち寄れる居場所づくり

就労やボランティアなどを通じた社会参加の充実

地域福祉活動を担う人材の育成（地域の担い手、
ボランティアなど）

自治会や地区社会福祉協議会（地区社協）、地域で活躍する団体や
ボランティアなどがつながり、福祉問題を解決するための場づくり

気軽に相談できる体制の充実

高齢者、障がい者、ひとり親家庭、産前産後の方への
日常的な生活支援（通院の同行、電球の交換、買い物支援など）

地区社会福祉協議会（地区社協）の 参加促進と支援

福祉ボランティアの参加促進と支援

10.2%

10.2%

10.6%

25.4%

14.8%

48.5%

27.2%

4.4%

27.0%

5.0%

8.8%

23.7%

7.2%

3.1%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,517)
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② 行政が取り組むべき事［ＭＡ］ 

行政が取り組むべきこととして重要と思う事についてみると、「気軽に相談できる体制の充実」

が47.3％で最も高く、次いで「福祉サービスの充実（サービス内容の拡充・評価、専門的職員の配

置など）」の38.7％、「福祉に関する情報発信の充実」の25.8％と続いている。 

 

 
 

 

課題を抱える方、世帯への理解の促進（高齢者、障がい者、
子育て世帯など）

地域の自主的な活動（ボランティア、民間サービスなど）と
行政サービスの連携強化

相談やサービスが利用できない方（ひきこもり、
サービス利用拒否など）への支援

資金、活動場所などの支援と確保

特にない

地域福祉活動を担う人材の育成（地域の担い手、ボランティアなど）

自治会や地区社会福祉協議会（地区社協）、地域で活躍する団体や
ボランティアなどがつながり、福祉問題を解決するための場づくり

気軽に相談できる体制の充実

権利擁護の促進（成年後見制度、財産管理など）

福祉に関する情報発信の充実

その他

　無回答

福祉サービスの充実（サービス内容の拡充・評価、専門的職員の配置など）

福祉ボランティアの参加促進と支援

就労やボランティアなどを通じた社会参加の充実
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誰もが安心して暮らせる、ともに助け合い支え合うまちづくりを目指して 
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